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赤ちゃ んの 泣 きと保育環境 ・方法に 関す る研究 （1）
一調査研究の概要
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一

（chs 子育て 研究所）塩崎美穂 （東京大学）松永静子 （東京都中野区 立白鷺保育園）

1．目的

　最近の 乳児保育の急増、保育所経営形態の 変化は乳

児に とっ て 保育の 質の 低下 を生 む とい う危惧の声が現

場か ら挙がっ て い る 。 こ の よ うな情勢下 で、乳 児保 育

にお い て どんな環境や保育形態が 望ま しい の か 、 守 ら

れるべ きか につ いて の議論や提案は急務で あろう。 し

か し保育環境条件や保育方法 が乳児に与える影響につ

い て の デ
ー

タは少な く、研究 に基づ い た議論は不足 し

て い る と言わざる を得 ない 。 保育学、教育学、医学、

発達心理 学、音声学、人類学等の 研究者と現場の 実践 家

によっ て構成され た本グループ は、実証的な研究を踏 ま

えて、赤ちゃんの 保育の理論構築を行 い、現在の保育の

問題点を分析 し、環境条件や保育方法の 改善策を提案

する こ とを目ざ して い る 。

　赤ちゃ んの 保育にお い て、「泣き」は保育の さまざま

な局面や問題点が 集約され た、キーポ イ ン トの 場 面 の

一
っ で は ない だ ろ うか。 保育者にとっ て乳児の泣きは無

視する こ との で きない 強い力 をもつ 。 多様な泣きの 状態

に 対する解釈、泣か せ るこ との 是非、泣い た時の対応の

仕方等 の判断を常に 迫 られ る。 泣きを引 き起こ す環境要

因、泣 きをめ ぐる保 育者と保護者との 関係等は保育の 質

の 問題と関わる。しか し、赤ちゃ んは どん な時に どの よ

うに泣 くの か 、 泣 くこ とは赤 ち ゃん にとっ て どん な意味

をもつ の か、発達 と共に どう変化 するか、につ い ての 実

証的研究は少なく、実践者の経験的 な直感 に頼 っ てい る

現 状で ある 。 本研究は、0歳児の泣きの実態を調ぺ 、そ

れが保育室の 環境、保育形態、保 育者 と乳 児の 関係、

保育所や保育者の 保育観、等 とどの よ うな 関係が ある

のかを、調査研究、 ビデオ観察研究、実淇妍 究、実験的

研 究、文献研究等を通 して 明らか にするこ とを 目的と し

て い る。 現在まで に質問紙調査と保育者による観察調査

の 実施を終え、ビデ オ観察研 究を進行 中であ る。本発 表

（1）（2）で は こ のうち調 査研究の
一部 につ い て 報告 す る。

II．調査研究

質問紙調査および観察調査 につ い て 概要を述ぺ る 。

1．調査対象と方法 ：関東地方を中心 とする全国の 保

育所お よび家庭内保育約 500園に郵送にて 調査を依頼

した 。 回答の あっ た 217園 （公立保育所 76園、私立認

可保育所 121園、 認証保育所 6園、 家庭内保育 19園、 そ

の他 3園）を調査対象 とした。

2 ．調査の 構成 ：調査は次 の 3 つ の部分から成る 。

　調渣ユ．．環境条件調査。

目的 ：乳児保育室の 物理的な環境条件 と保育形態の 実態

把握か ら 、 環境条件と泣 きの 関係を分析する 。

調査項目 ；  園の概要  0 歳児保育室の物理 的条件 （面

積 、 間取 り、 部屋の使用形態、間仕切 り、床材、遮音、

採光、温度等）  職員体制 （担当制他）

調 査方法 ：質間紙 に各園
一

人 が 回答 。

　 調 査且 ．保育者 の 泣きの 概念 に つ い て の 調査 。

目的 ：保育者の泣き につ い て の考えを質問紙調査で調べ 、

泣きの 実態との 関係を分析す る 。

調査項目 ：  泣きにつ い て の 考え 。   過度の泣きの 原因

につ い て 。   乳児の泣きにつ い て の 自由記述 。

調 査方法 ：質問紙 に各園
一人 が 回答。

　調査旦．泣きの行動観察記録調査 。

目的 ：乳児の泣きの実態を把握する。

記録方法 ： 0歳児ク ラスで最も年少の 乳児 3名の 各々 に

っ き、ある
一

日の 登園か ら降園ま で時間を追 っ て 、 主に

．その 子を担当する保育者が 泣きの 記録をつ ける。

記 録項 目 ：  子 どもの 基本的な情報 （月齢、性別、普段

の 扱 い や すさ）。  泣い た時刻 。   泣きの強さ （3段階）

  泣きの 長さ （3段階）  泣い た時の 最初の保育者の 対

応  泣き止 ま ない 場合の次の対応  泣き止 む に至 っ た対

応  泣い た原因。  
一
  は 24の 選択肢から、  は 19 の

選択肢か ら選 んで 記録する 。 こ の 他 に、記録をっ ける便

宜の ため に保育日誌用の 別紙を用意し、自由に譫録がで

きる よ うに した。

nI．調査 2の 結果 と分析

本報告で は上記の うち、調査 2の保育者の もつ 泣きの 概

念 につ い て の 質問紙調査 につ い て 報告す る。

（1 ）泣きに つ い て の 考 え 。 おもに 6 ヶ 月以 前の 0歳児

の泣き に つ い て、予め挙 げた言説 に 同意するか否かの 質

問に対す る 4 件法の回答結果を表 1に示 す。泣くこ とは

健康や自己主張の 訓練と して望ま しい こ とで は あるが、

苦痛や不快の 表れとして 気に な るこ とで、どちらか とい

えば泣かせない ような保育を したい とい う、やや矛盾 し
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た回答が見 られた 。 泣い た らすぐ対応 して泣き牛ませ．

る こ とが大事で、それゐ状 人との 信頼関係め基礎にな

る とい う答えが非常に多かっ た。 また泣かせ るめは保

育士あ技術の采熟さltよるの でばなLlit考えて い る。

　（2 ）
．
よく泣く子、なか なか泣き止 まな い 子め原因に

つ い ての 質問に対する回答 俵 2）では 、 原因を乳児

自身の 気質、性格や身体に求める回答が多い 。

L
方、

保育者、保育室、親に原因を求め るこ とは
「
20％台に留

ま っ てい る 。 また 74％め人 が泣きの 原因 を掴む こ とが
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
で きる とも考えて い る 。

’

　（3 ）泣きに関す る意見。 122 人の 自由記述回答があ

っ た。 泣きとは何か につ い て は 、 43 人の画答の うち、

の適23人力嚇 は 「鰓 表示」
「こ と｝ま玳 わり」

「サ

イ ン」 等自己表現の 方法で ある と答え、のべ 31 人は
’

　「要求あ訴え」
「大人に伝える」等大人 との コ ミュ t ケ

昌 シ ョ ンを図る手段であ る と述べ た 。

・
泣きの 原因へ の

言及 （3i 人ジでは、「不快」ぐ年少児で は睡眠、排ua．’

空腹等の 「生理 的要求」、よヴ年長児は 「甘え〕が多か
L

っ た。泣きへ の対応 につ い ては、子 ど もの要求を 「受

け止める」
厂応える」 とい う回答が大半 であつた。 受け

止め
’
る とは、

L

「要求を叶える 」 こ とだとい う回答が多い

が、「言葉で 返す」っ まり必ずしも要求を叶えない が意

図 を共感的 に理解して伝える、とい う答えもあ つた 。

泣かせ る こ との是非につ い て は丁思い 切づ泣か せ る こ

とも必要」
「少しの 間泣か せ るこ ともあ

1
る」

「先回 りし

そ泣かせないこ とはよくない 」 とL
’
iう意見があ る

一
方

で、↑泣かせ るこ と より気持ちまく生活で きる手立て を

考えたい 」「要求を満足 させ 快適に過 ごせ る ような配慮
　　　　　　’　1　’　tt　　　　　　　　’
に よっ て泣かない 生活をさせ たい」 とい う意見もあっ

た。 こあ泣かせ る1泣か せ なtlSの考えの 間で 、 保育者

は保育条件の問題 を感 じて い る よ うで あ る。・また親と

の 考えとの ずれや親へ の 育児支援め問題も挙げ られ て
層

いる。乳 児
」

人
亠

人 との 安定 した 関係を図る こ とめで

き る保育者め人数、担当制等あ職務体制、職員間の 連
”

携1親との 連携のもとで は、泣きは大人 と子 ども を結

ぶコ ミュ ニ ケ
ージゴンの有効な手段 とな り得るが 、 長

・時間保育、白中保育者あ入れ替わりの 多い 保育室の 環

境等は無用 な泣きを増やす とい うこ とであろ
』
うか。

　（4）今後の 課題と発展。 以上 の よう に、泣きは 乳児

の 意図を保育者が汲み取 り応答するための 重要な行動

で ありく 保育者と乳児をつ な ぐコ ミュ ニ ケ
ー

ショ ンの

手段と して保育者は捉えて い る。この よ
．
うな考えは、

次め ような検証点を提起して い る
』
と恵われるちこ れら

　　 ’t　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　L
を調査 3の分 析や ビデオ観察で 深あて い きたい 。

 

’
実暸に保育者は 乳児の意図を正 し ぐ理 解 し、応え

う対応をしてい るb》p・
1
・またうれ力河能である保育条件で

ある かどうか、またその ような保育者研修がなされ てい
　　ヨ
るか、．とい う問駐 泣きは乳児が意図 を表す方法で あっ

て も1 意図がiE1し ぐ大人に理解され れ ば泣 くごとは少な

くなる、とい うパ ラ ・ドヅ クス か ら、・嘘適の 泣ぎ」条件は

ある のか 。   泣きで表され る乳児の意図や要求を理解す

るこ と と、 それを叶えるこ とは別で ある 。 どんなに年少

児で も要求をすべ て 叶え
・
る こ とが望ま

「
しい の かどうか、

信頼関係の基礎 に なるの か ど うか は自明の こ とでは な く、

検証 の 余地の ある とこ ろで あろう。 こ の 意味で、「応える」

こ との 意味の 簡い 返 しが必要であろう6   泣きに よらな

い 自己表現や要求にも保育者は 同様 に応答 して い るの か、

あるい は泣きは特 に牽引力が強いめで保育者の応答が多

い めか 。 保育の 条件が劣悪 になる程、楽しきの

．
表現よ

1
り

不快に よ る泣きに よっ て 乳児と保育者が繋が る とい うこ

とはな い だろうか 。

’
　　

”
　　　

ド
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表1．泣きに fPt 　XT（の考えに 同意するカ  （上段実数、下段％）
’

そう思

う

縦

う思う

余り思

わない

全く思

わない 甜

「赤ちゃん力粒 くの は、剣 こ孝る必要の

恭 ・普通 ηことで ある」
』、

・2612
．O

’層
472L76228

：6

　82
．37．8217

「泣くこと臥 健康や自己主勲 ）訂1練とし　　L
て望ましい 二とである」

7333

．6
　 71卩
32．7

餌
四 ．5941217

「泣くのは苦痛や不快の 劾 りなので、す
ぐに対応して泣き止ませるべ きである」

8539

、29141．93516．1

』
4

．
1．82

工7

「赤ちゃんが要求の表i 現として泣いた時

は、すぐ要求に応えてあげるべ き嫐 ）る」

139

幌．1693L88
，

＆7
工

α5217
f赤ちゃ んを泣 ウせ 酬 蛮 保育破 術

が未熟だからで ある」．

’
62

，83918，012457．1
侶

22．1217
「赤ちゃんをで きるだけ泣 かせない ような

保育をしたい 」

5726
、17634．9

」
6730

．7167．3218
「赤 ちゃん継 ｝鞭 観 臥 将勅

大是 α 言頼関係の 基礎になる」
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表 2．よく泣 く子 、泣 き止 まない 子 の原 因 （上 段 実数 下 段 ％ ）
』

YESNO
どち らで

もない

』
計

赤 ちゃ ん の 気 質や 性格 の 表 れ

だ 　　　　　　　　　　　・ゼ ，
　 138

．63．6
　 39 ．
」

18：0

’
　 40
’
　 18．4217i

赤ちゃ ん が健 康で 元気だか ら

だ

4119

．0
．，131

　 60．6421194216r
赤ち ゃ

1
ん の 要 求 をうけとめ られ

ない 保 育者 側 の 問題だ，
　 54
‘
25．0109；50．5

　 5224

．1216
家庭 で の 親 の 関わ りがうまくな．
い か らだ

．462L3．9242
．6

　7836
．1216F

　　　　　　　　　　「．
保 育 室の 環 境 の 問題 だ
　 脚　　　．　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛」　　1

　5023
，0

　 140
・164，5

　 塾7P
　 12．4217

．，　　　1

病 気 や身 体的 なこ とが 原 因

だ。　　　　　　　 1，』．
、9945

，8
、，

』
4922

．76731 ．0216
原 因 はよくっ かめない ことが多
い もの だ

3315
．3

，
ユ58173
．5

　 　 24
』
　 11、2215
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